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広島大学における体系的な広島大学における体系的な広島大学における体系的な広島大学における体系的な FDFDFDFD 活動活動活動活動実施実施実施実施要綱要綱要綱要綱    

平成２１年１２月１１日  

人材育成推進室（FD 部会） 

 

 広島大学では，平成 20 年 3 月に理事・副学長（教育担当）の下に設置した教育室(FD 推

進 WG)において「広島大学における FD 活動のあり方について」（答申）をまとめ，その中

で，本学の FD 活動について「本学の教育理念・目標を実現するための，教育内容・方法の

改善を中心とする教育集団（Teaching Staff）の資質開発に関わる組織的な取組の総称」

と定義し，その内容として，①初任教職員研修会，②授業改善のための研修会，③教育改
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をふまえ大学改革に資する FD 活動として，「③③③③教育改革のための研修会教育改革のための研修会教育改革のための研修会教育改革のための研修会」や「④大学教育④大学教育④大学教育④大学教育

問題に関する研修会問題に関する研修会問題に関する研修会問題に関する研修会」を行う。 

「③③③③教育改革のための研修会教育改革のための研修会教育改革のための研修会教育改革のための研修会」は，全学出動方式の教養教育，学士課程や大学院課程に

おける専門教育を実質化するための研修会であり，本学における教育理念の理解や今後の

教育内容のあり方について学習する。そのために，「③「③「③「③----1 1 1 1 教養教育実質化のための研修会」教養教育実質化のための研修会」教養教育実質化のための研修会」教養教育実質化のための研修会」

「③「③「③「③----2 2 2 2 学士課程教育実質化のための研修会」「③学士課程教育実質化のための研修会」「③学士課程教育実質化のための研修会」「③学士課程教育実質化のための研修会」「③----3 3 3 3 大学院課程教育実質化のための研修大学院課程教育実質化のための研修大学院課程教育実質化のための研修大学院課程教育実質化のための研修

会」会」会」会」を実施する。これらの研修会の主な対象者は，各部局における各教育担当責任者等を

想定している。 

さらに，指導的立場の大学教職員として大学を広い視野から鳥瞰するための知識や技能

を身につけるための研修会として「④大学教育問題に関する研修会④大学教育問題に関する研修会④大学教育問題に関する研修会④大学教育問題に関する研修会」を設定する。これは，

高等教育研究開発センターで実施されている公開セミナー，公開研究会，研究員集会等を

活用する。「④④④④----1 1 1 1 公開セミナー公開セミナー公開セミナー公開セミナー」は，特定のテーマについて高等教育研究開発センターの

専任教員が自己の研究に基づいて受講者とともに掘り下げていくものである。「④④④④----2 2 2 2 公開公開公開公開

研究会研究会研究会研究会」は，様々なテーマを扱う国内外の高等教育研究者を招待しての研究会である。「④④④④

----3 3 3 3 研究員集会研究員集会研究員集会研究員集会」は，毎年一回，高等教育研究開発センターの全研究員が一堂に会し，高

等教育に関する最新のテーマのもとに研究発表と討議を行うものである。これらの研修の

対象者としては，学長，理事，副学長，部局長，各委員会委員長等を想定している。 

⑤各学部・研究科で開催する研修会⑤各学部・研究科で開催する研修会⑤各学部・研究科で開催する研修会⑤各学部・研究科で開催する研修会 

上記４種類の研修会の実施によって，現在各部局が独自の教育理念や教育目標を達成す

るために実施している研修会「⑤各学部・研究科で開催する研修会」「⑤各学部・研究科で開催する研修会」「⑤各学部・研究科で開催する研修会」「⑤各学部・研究科で開催する研修会」を支援することに繋

がる。すなわち，各部局は，自身の部局で必要とされる研修を企画するために上記４種類

の研修会を活用し必要な情報を得ることができる。さらに，各部局が独自に実施している

FD 活動が，他部局の教職員の FD 活動および上記４種類の研修会に活用されることで教職

員には，豊富な研修の機会を得ることが可能になる。 

なお，各 FD 研修会のシラバス（計画された研修内容等）は，各年度，教育課題を見定

めた上で確定する。 

 

２２２２．．．．広島大学における広島大学における広島大学における広島大学における体系的な体系的な体系的な体系的な FDFDFDFD 活動の実施活動の実施活動の実施活動の実施体制と体制と体制と体制と実施実施実施実施時期時期時期時期    

上記５種類の FD 活動は，各部局の状況をふまえて，適切な体制と時期に実施する。 

人材育成人材育成人材育成人材育成推進推進推進推進室（室（室（室（FDFDFDFD 部会）部会）部会）部会）は，各部局、各理事室、各種会議（学士課程会議、大学院課

程会議、教養教育委員会、e－ラーニング推進会議等）及び学内共同教育研究施設等と連

携し，本学の教育理念を実現し、教育目標を達成するための FD 活動を企画・実施していく

（図２）。また，学外の組織（他大学，学協会，研究会等）で実施されている FD 活動を積

極的に活用して，本学の FD 活動の開発に努める。さらに，各部局等で実施されている FD

活動を，受け入れの余裕がある限りにおいて，部局相互に活用することにより，各部局の

FD 活動が活性化していくことが期待される。そのため，FD 部会は，部局間での FD 活動の

相互活用を促進させるために，全学情報共有基盤システム「いろは」を通じて，各部局で

実施されている FD 活動の実施に関する情報を収集・発信する。また，FD 部会は，各部局

の研修会を支援するために，要請があれば実施内容の策定や講師紹介等を行う。 
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なお，上記の各研修会を実施するだけではなく，絶えず改善に努めるために，各研修会

の参加者等から意見を求めるとともに，年度末には各部局と連携して FD 活動の自己点検報

告書を作成する。本学の FD 活動が軌道に乗った段階で，学外の高等教育機関と IT 等を使

っての FD 活動等も考慮する。 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２図２図２図２    FDFDFDFD 活動の実施体制活動の実施体制活動の実施体制活動の実施体制    

 

 上記①から④の各 FD 活動を実施する体制および時期については，次に一例を示す（表 1

参照）。 

「①新任教職員研修会」「①新任教職員研修会」「①新任教職員研修会」「①新任教職員研修会」は財務・総務室が各室と協力してこれまで通り，学年の始めに

実施する。 

「②「②「②「②----1111 授業参観」授業参観」授業参観」授業参観」は各部局で実施される授業参観を支援するとともに，授業参観のモデ

ルを構築し，授業期間中に実施する。また，各部局における授業参観を改善するための

情報交換会も同時期に実施する。 

「②「②「②「②----2 2 2 2 授業方法研修会」授業方法研修会」授業方法研修会」授業方法研修会」は学年末休業中に実施する。特に WebCT を中心とする IT 研修

会は，e-ラーニング推進会議と協力して実施する。 

「②「②「②「②----3 3 3 3 学生支援研修会」学生支援研修会」学生支援研修会」学生支援研修会」は夏期休業中を中心に実施する。 

「③「③「③「③----1 1 1 1 教養教育実質化教養教育実質化教養教育実質化教養教育実質化ののののための研修会」ための研修会」ための研修会」ための研修会」は教養教育委員会と協力して，休業中等に実

施する。 

「③「③「③「③----2 2 2 2 学士課程学士課程学士課程学士課程教育教育教育教育実質化実質化実質化実質化ののののための研修会」「③ための研修会」「③ための研修会」「③ための研修会」「③----3 3 3 3 大学院課程教育実質化大学院課程教育実質化大学院課程教育実質化大学院課程教育実質化ののののためためためための研の研の研の研

修会」修会」修会」修会」は学士課程会議及び大学院課程会議と協力して休業中等に実施する。 

「④大学教育問題に関する研修会」「④大学教育問題に関する研修会」「④大学教育問題に関する研修会」「④大学教育問題に関する研修会」は高等教育研究開発センターと協力して実施する。 

また,「⑤各学部・研究科で開催する研修会」「⑤各学部・研究科で開催する研修会」「⑤各学部・研究科で開催する研修会」「⑤各学部・研究科で開催する研修会」については，各部局が独自の主体的な
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研修会を実施すると同時に，人材育成推進室が学年末休業中に支援を兼ねた研修会（実

施報告を含む）を行う。 

 

表表表表 1111    FDFDFDFD 活動の実施時期（例）活動の実施時期（例）活動の実施時期（例）活動の実施時期（例） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１）注１）注１）注１）    

「②「②「②「②----1 1 1 1 授業参観」授業参観」授業参観」授業参観」は，授業を参観される教員にとっては，参観者からのコメントを通

して自身の授業を改善しようとするものであり，参観者にとっては，他人の授業を参観す

ることを通して，参観者自身の授業の改善に役立てていこうとするものである。主な対象

者としては，本学の教職員および将来の大学教員である大学院生が想定される。なお，参

観する授業については，学生の授業評価の高い授業，これまで授業経験の少ない教員の授

業など研修の目的に応じて選定に工夫する必要がある。また、その際には，授業参観を他

部局所属の教職員へも積極的に開放し，異なった観点からのコメントを求めることも重要

である。 

「②「②「②「②----2 2 2 2 授業方法授業方法授業方法授業方法研修会」研修会」研修会」研修会」は，若手教員や TA（大学院課程学生）の教育機能を高めるこ

とを通して，彼らが担当する学士課程や大学院課程の授業の質を高めるための研修会であ

る。中でも，IT に関する講習会は重要な研修会の１つである。さらに，個々の教員が授業

改善に向けた個別の課題解決の支援を希望する場合にも対応する。主な対象者には，若手

教員及び将来の大学教員である大学院生が想定される。 

「②「②「②「②----3333    学生支援研修会」学生支援研修会」学生支援研修会」学生支援研修会」は，学生を支援するに際して，何が期待されているか，どの

ような問題点が生じているのか，どのように対処することが可能なのか等，学生支援を効

果的に実施するに必要な情報や技術を提供する研修会を実施する。主な対象者として，学

生対応の事務窓口で学生を支援したり、チューターとして学生を支援している学生支援担

当教職員が想定される。    

 


